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研究成果の概要 

2024 年度は、サブナノからマクロまでのスケールにおいて、3DP 特異界面のキャラクタリゼーショ

ン、力学機能への寄与の定量化、新たな単結晶化のためのスキャンストラテジーの確立（以上、フ

ィジカル）、界面形成機構、界面の強度への寄与メカニズムの機構の提案、ナノ界面での強化効

果を加えた結晶塑性有限要素解析モデルの構築（以上、サイバー）といった、多数の学術的成果

を得た。とりわけ、結晶塑性有限要素解析モデルに関しては、力学機能の予測のみならず設計を

可能とし、カスタム力学機能設計ツールの基盤要素となり得るものであることから、学術的意義に加

えて産業適用に向けた成果としても重要である。さらに、生体用デバイスをターゲットとした産業適

用性の検討を開始した。すべての研究項目において中間マイルストーンをクリアしており、当初の

計画以上に進展していると自己評価している。最終マイルストーンとカスタム力学機能制御の目標

達成に向けて着実に研究推進している。 

研究成果の公表に関しては、Acta Materialia 誌、Additive Manufacturing 誌をはじめ、有名学

術誌に 24 報の原著論文を発表するとともに、JST との共同で 4 件のプレスリリースを発表した。こう

した継続した成果に基づき、研究代表による第 49 回井上春成賞、第 71 回大河内記念技術賞を

含む栄誉ある賞の受賞に加え、若手研究者による令和 6 年度文部科学大臣表彰（科学技術分野・

若手科学者賞）、日本金属学会第 21 回村上奨励賞等の多数の賞を受けた。この実績は、CREST

研究の意義を周知するとともに、CREST 研究を通じた若手研究者の研究力強化が着実に進んで

いることを示している。 

今後は、2025 年 4 月 1 日に発足した AM 学会をプラットフォームとして、3DP に関する学術・技

術を深化させるとともに、学術的成果の社会実装を目指す。 
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